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一般道路のサービス水準評価に関する現状と課題
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一般道路では道路性能照査を行う上で，一般道路のサービス水準をどう評価していくかが課題である．一般道路

では自動車・自転車・歩行者など種々の交通が利用し，またトラフィック機能とアクセス機能・滞留機能など多様

な機能があり，これら機能を一般道路の階層区分の特性に応じて評価する必要がある．ここでは，一般道路のトラ

フィック機能について着目し，道路階層別の旅行速度の実態および既往の知見を整理し、一般道路のサービス水準

指標の一つとなる旅行速度に与える要素および性能評価の照査方法について考察し，課題を示すことを目的とする．
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１．はじめに

日本の道路交通容量マニュアルである『道路の交通容

量』1)では，交通需要である設計時間交通量と設計交通

容量との関係を「計画水準」に交通量・交通容量比（V/C）

を乗ずることで，単路部で計画上想定するサービス水準

を説明している．また，交差点では信号による停止や遅

れを考慮する必要があり，単路部と同様な交通量・交通

容量比（V/C）の考えをそのまま適用することは困難で

あり，信号交差点での平均遅れ時間に代わるものとして

信号サイクル長を用いる 2)こととしている．

このようにわが国では，交通現象の実態を示すサービ

ス水準という概念は，実務の場面ではまだ明確に考慮さ

れておらず，十分な検討が進められていないのが現状で

ある．

ここでは，まず一般道路のトラフィック機能について

着目し，サービス指標の実態および既往の知見を整理し、

一般道路のサービス水準指標の一つとなる旅行速度に影

響を与える要素および性能評価の照査方法について考察

し，課題を示すことを目的とする．

２．目標とする一般道路のサービス指標

一般道路のサービス水準は，道路の階層区分や様々な

道路条件によって異なり，また同じ道路であっても交通

量によって異なる．特に一般道路では、自動車・二輪車・

自転車・歩行者など各種の様な利用者が存在し，トラフ

ィック機能，アクセス機能，滞留機能など多様な機能が

求められることから，道路の階層区分もいくつかに分け

られる．

トラフィック機能に特化した高速道路では，サービス

指標を旅行時間などで比較的評価可能であり，一定の成

果を得ている．しかし，一般道路ではトラフィック機能

だけでなく，アクセス性の評価など多くの機能を持つこ

とが求められ，一般道路のサービスの評価手法は，自動

車以外の自転車，歩行者も含め少ない研究例しかない．

一般道路のサービス水準の評価手法の研究は，まず高

速道路で先行している自動車のトラフィック機能に着目

し，単路部でその知見を援用しつつ、ボトルネックとな

ることが多い信号交差点の影響を評価することを考える．
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(1)一般道路におけるトラフィック機能のサービス指標

高速道路で先行しているトラフィック機能に着目し，

まず自動車のトラフィック機能の具体的な機能について

整理し，その機能を表す指標および指標説明に使用する

データについて整理を行う．

トラフィック機能に着目しても，表－１に示すように

「円滑性」，「安全性」，「信頼性」，「快適性」などの多様

な機能が求められる．

また，指標に対する利用者への「わかりやすさ」，「説

明性」の視点やその説明に使用するデータについて，表

－２のように実務者の観点から評価すると，利用者への

客観性の観点に加え，使用データの入手の「容易さ」か

らも旅行速度が望ましいサービス指標と考えられる．

(2)サービス指標に関する研究

近年道路の交通サービスの質にも関心が高まり，一般

道路におけるサービス水準評価の考え方などの提案が見

られる．

ここでは，サービス水準に大きく関わると想定される単

路部と交差点部および車線数の２つの道路構造要因に着

目し，既往研究でのサービス評価指標の整理を行う．

中村ら３）は，性能照査型の道路計画設計手法を体系的

に提案し，その中で道路構造別，交通条件別等のトラフ

ィック機能のサービス性能評価指標を提示している．研

究の中で，単路部ではQ-V関係式より旅行速度，信号交

差点を含む幹線街路では信号制御の影響も含めた遅れ時

間，2 車線道路では追従状態を反映する追従車密度によ

るサービス指標を提案している．

但し，この提案もデータ数の追加や他地点でのデータ

追加など，更なる一般化や実務者への利用のしやすさな

どが課題となっている．

表-1 一般道路のトラック機能の概要

表-2 一般道路トラフィック機能のサービス指標
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３．一般道路のサービス水準の決定要素

先に示した既往研究でいくつかのサービス水準が提

案されているものの，一般道路の単路部における旅行速

度の決定要素を見てみると，道路条件として車線数，交

通条件では交通量と大型車混入率，環境条件として平

日・休日，降雨が決定要素となっており，一般道路の多

様な道路条件，交通条件が反映できている訳ではない．

橋本ら４）は,都市間道路のサービス水準の実態をセン

サスデータを用いて分析しており,信号交差点密度が大

きな決定要素となっていることを明らかにしている．

また,速度に関わる検討の一つとして警察の規制速度

の決定方法５）においては，車線数，中央分離帯の有無，

歩行者交通量，沿道条件等が決定要素として取り入れら

れている．

速度は，Q-V関係式に見られるように交通量が大きく

関係するとともに，交通容量も影響を及ぼすものと想定

できる．しかし，『道路の交通容量』に示されている交通

容量に影響を及ぼす各種の道路条件，交通条件，沿道条

件が取り込めていないのが実情である．

したがって，これまでに得られた知見に加え，交通容

量に関わる要因も含め，トラフィック機能のサービス水

準の決定要因を検討する必要がある．

４．一般道路のサービス性能評価の課題

(1)一般道路のサービス指標

①プローブデータの活用

一般道路のトラフィック機能の評価指標は，利用者へ

の説明性の高さ等から旅行速度が望ましいと考えられる

が，これまでは車両感知器データによる交通量，地点速

度のデータ分析が主であったため，車両感知器の点情報

では，信号等の影響により多くのデータが渋滞域の判定

となり，非渋滞域のデータがなかなか得られない状況で

あった．このため，各種要因の速度への影響度を把握す

るには不十分な点もあった．

今後は，最近利用されつつあるプローブデータを活用

することにより，ある程度の区間長を持つ評価区間を設

定し，信号による影響も含めた平均旅行速度で分析する

ことで，非渋滞域のデータ数をある程度確保でき，旅行

速度によるサービス水準の精度が高まることが期待でき

る．

また，プローブデータにより線的に評価データが得ら

れることから，信号交差点での遅れ状況や２車線道路に

おける追従状況も評価することも可能と考えられる．

②自動車のアクセス機能や自転車・歩行者交通の評価

自動車のトラフィック機能のサービス指標は，交通状

況データ等の分析により，今後の評価手法を設定できる

可能性があるが，自動車のアクセス機能は、その性能指

標の検討も十分でない状況にあり，道路の多様な機能を

評価する上でもトラフィック機能と同レベルの検討が望

まれる．

また，自動車以外の自転車・歩行者交通は、評価指標

が安全性やアクセス性など評価面が強く，交通状況デー

タも観測調査等による必要があった．しかし，自動車交

通でプローブデータの活用が見込まれるように，携帯電

話等のＧＰＳ機能を活用することで、自転車・歩行者の

交通行動・交通挙動の把握が可能であり，今後のデータ

収集および分析方法の確立が必要である．

(2)一般道路のサービス水準の決定要素

一般道路のサービス水準の決定要素は，各種要素とも

多岐に渡っているにも関わらず，道路交通センサスデー

タや地点の車両感知器データによる分析で有効なデータ

数に限りがあったため，多種の決定要素の影響を十分抽

出できていなかった．今後はプローブデータにより高速

道路と同様に旅行速度等の多くのデータが入手可能であ

り，サービス水準に関わる要因も明らかにできると考え

られる．但し，一般道路における交通状況は，信号制御

に大きく影響される面もあり，交差点だけでなく信号オ

フセットにも留意した検討が必要である．

また，新規計画や改築計画の視点からサービス性能や

影響要因の検討が主であったが，今後はサービス水準を

満たさない場合，財政面等から道路構造・交通運用の見

直しで対応する必要が多くなる．このためには，これら

対策が評価できる事例分析や影響要因・影響度のデータ

蓄積が重要となってくる．

(3)一般道路のサービス水準の性能評価手法

一般道路の交通施策の実務者は，今後性能計画・設計

を行うためには，多様な評価指標や各種影響に留意する

だけでなく，これら評価のために膨大なデータ量の収

集・分析が必要となってくる．効率的に効果的な施策検

討を行うためには，これら交通状況のデータベース化等

を行うことが望ましい．

また，本稿ではサービス水準を中心に性能指標および

影響要因の現状等を整理してきたが，性能評価のために

は時間交通需要の設定も必要であり，現状の交通混雑の

影響を考慮した交通需要の算出方法も重要となってくる．

５．終わりに

道路整備施策が，これまでの交通渋滞の解消施策から

交通サービスの質に関心が高まりつつある現状において，

早急に性能計画・設計を行う必要があり，これまでの
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知見に対してプローブデータ等を活用し，知見の検証

と新たな性能評価手法の一般化を図ることを実施してい

く．

また，一般道路では，多様な影響要因が混在し，信号

制御の影響度も明確にできていない．したがって，性能

評価手法が一般化できない場合でも，具体的な検討箇所

での検討事例や交通施策の実施事例をデータベース化し，

性能計画・設計の速やかな展開を図るつもりである．
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